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08 土木費

02 道路橋りょう費

03 市町村道整備事業費

土木課

作　成　者：米子市６（簡略番号 ）

平成18年度 001 一般会計
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口陰田１号線改良事業（交付金Ｂ）

前 年 度

0

004,50005,500

10,00010,00000

前 年 度

現計予算当初予算

歳出予算事業概要書

県支出金

15 5,5009 20旅費 国庫 02 05 01 003
11 416需用費 臨時地方道路整備交付金

22 4,50012 64役務費 地方 01 05 01 003
13 9,500委託料 市町村道整備事業
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調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額
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一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　口陰田線に至る３４６ｍの路線であるが、内日御崎神社参道横から終点交差点部の災害
　対策工事完了までの区間１１０ｍは未改良の狭幅道路の上、県の急傾斜地崩壊危険箇所

（１）全体事業計画

　上と交通の円滑化が図られる。
　　当区間の改良により市道利用者、及び沿道住民の人命・財産を守り地域生活環境の向
（２）事業効果
　住環境の向上改善を図る。
　本事業は、狭幅道路の改良を図り、道路利用者、沿道の民家の安全を確保するとともに
　であり市道利用者、沿道の民家が法面崩壊による危害を受ける状況にさらされている。

　　本路線は市道愛宕町口陰田線を起点とし、右側に日御崎神社を通過し再び市道愛宕町
（１）事業概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　１０，０００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事　務　費　　　Ｃ＝　　　　５００
　　測量試験費　　　一式　　　　　　　測量試験費　　　Ｃ＝　　９，５００
　　計画延長　　Ｌ＝１１０ｍ
（２）本年度事業内容
　
　　全体事業費　　Ｃ＝６０，０００
　　施工年度　　Ｈ．１８　～　Ｈ．２０
　　計画延長　　Ｌ＝１１０ｍ　　Ｗ＝４．０ｍ

（１）財源の説明
　国庫補助金　　臨時地方道路整備交付金

（２）事務事業評価の反映状況・・・実施
　　（10,000,000円－5,500,000円）×95%＝4,200,000円
　　総事業費から補助金を控除した額の95%
　地　方　債　　道路橋りょう事業債

　　総事業費の55%を補助対象事業費とし、その補助率100%
　　10,000,000円×55%×100%＝5,500,000円

　「当該工事は、県の急傾斜地崩壊危険箇所に指定されている市道法面の反故工事であり
緊急性が認められることから、実施が適当である。」
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